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に不規則で繊細な結晶をみる abortive enamel の形成がみられたものの、 PAS反応陽性物質は比較的
長期間残存した。③移行期および成熟期初期のエナメル質形成細胞の初期の著明な変化として、エナ
メル芽細胞の遠心部に多数の球状物質が出現する。それらは細胞内、あるいはエナメル芽細胞遠心端
の細胞質膜のひだ状構造聞が拡張したもので、脱却されるべき水分と有機基質の貯溜を思わしめ、 PAS
反応陽性の物質として認められた。
以上の結果を要約すると、フッ素ti~ 分泌期にある基質形成期のエナメル質形成細胞、ことにエナ
メル芽細胞の分泌を障害し、異常基質を形成するだけでなく、成熟期のエナメル質形成細胞にも傷害
を与え、水分や有機基質の脱却を障害することによって二次石灰化にも異常を来し、エナメル質形成
不全を招来するものと考えられた D
論文の審査結果の要旨
本研究は、実験的急性フッ素中毒症におけるエナメル質形成細胞を研究したもので、エナメル質形
成細胞の超微細構造の変化とそれによる基質形成異常の様相について新知見を得た価値ある業績であ
ると認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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